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断基準（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, Fifth Edition；DSM-


































表 1-1 自閉症スペクトラム障害の診断基準（DSM-5） 


















































function）と（b）随意運動（volitional movements），（c）行動や活動（behavior and 
activity）の 3 つの観点をもとに，日常生活でどのように運動の困難さが示されるかに
ついて述べられている（Leary and Hill，1996）。そして，ASD児の運動の困難さが日








































Assessment Battery for Children（Henderson and Sugden，1992；Movement ABC）
やその改訂版である Movement Assessment Battery for Children Second Edition
（Henderson et al．，2007；Movement ABC-2）では，ASD児の成績が同じ年齢層の
TD児よりも劣ることが報告されている（Green et al．，2009；Whyatt and Crag，2012）。










の成績の低さが顕著であることが報告されている（Whyatt and Crag，2012；Hanaie 















子が指摘されている（Staple and Reid，2010）。 

















て ASD 児の特徴が検証される。これらの発端となった研究の一つに Hughes（1996）
が挙げられる。Hughes（1996）は，36名の ASD児と 24名の知的障害児，そして 28
















るものである。例えば Cattaneo et al．（2007）は，平均年齢 6.5（5.1-9.1）歳の TD児




見られたことを報告している。また Fabbri-Destro et al．（2009）は，平均年齢 7.6±











し，ASD 児の運動特性を探求した研究もいくつか見られる。例えば Mostofsky et al．





間を短くする一方で，ASD 児は，2 ブロック目から 4 ブロック目にかけても刺激に対
する反応時間にほとんど変化がなかったことを報告している。また Rinehart et al．




して，Glazebrook et al．（2008）も，平均年齢 20.6±4.5歳の TD者 18名と平均年齢
23.7±7.9歳の ASD者 18名を対象に，刺激に合わせて繰り返しボタンを押す課題を実
施した。その結果，ASD 者がそれぞれの試行を完全に独立したものとして認識してい
ることを指摘している。具体的には，ASD 者は n 回目の試行で左右のどちらに動かし
たかという事実が，次の n＋1回目の試行に全く関係ないものになっているのではない
かと主張している。さらに Dowd et al．（2012）は，平均年齢 6.6±1.5歳の TD児 12















的には “こまぎれ”の動作と想定され，これが ASD 児の動作の特徴ではないかと考え
られる。では，“こまぎれ”の動作になる背景要因にはどのような要因が考えられるの
か。 
 この問題に関してMostofsky et al．（2009）は，ASD児の運動特性を，“effortful”
という用語で表現している。この研究では，平均年齢 10.5±1.5 歳の TD 児 13 名と平


































































































































































































































































































































































































































































して Movement ABC-2 を作成した。そして，それに伴い，生態学的アプローチ


























その他にも，カナダを中心に発展してきた Cognitive Orientation to Daily 
Occupational Performance（Mandich and Palatajko，2005；CO-OP）では，その目
的に，「運動スキルの獲得（skill acquisition）」と「認知方略を使うこと（cognitive 


















Niemeijer et al．（2007）は，26名の DCD介入群（平均年齢 7.2±1.3）と 13名の DCD
対照群（平均年齢 7.2±1.3）を設定し，NTTによる介入の効果を検証した。その結果，
DCD 対照群の成績が向上しなかったことに対し，DCD 介入群の 10 名が Movement 












い。その中で，CO-OP によるアプローチを ASD 児に対して行った研究が一つ存在す


















































































































































































































































































らされる運動の適応的かつ漸進的な変化を運動発達と定義する（Sugden and Wade 
2013）。 
 









































巨視的スケールと微視的スケール（macroscopic scale and microscopic scale） 


























































第 3 章では，巨視的スケールの観点に基づき，ASD 児における長なわとび跳躍動作
の発達段階を明らかにする。概念的には，ランドスケープ（Thelen and Smith, 1994）
に想定されるような長なわとび跳躍動作に関する巨視的な発達段階を明らかにする研
究となる。 





 第 5 章では，第 3 章と第 4 章で示された動作の変動性が低いという運動発達特性に
着目し，動作の変動性が高まる指導法を明らかにする。仮説として，ASD 児の動作の

































図 2-1 本論文の構成 
 
【序論】＜第 1 章＞ 
自閉症スペクトラム障害児の運動発達特性と指導法に関する先行研究を概観する 
















【長なわとび跳躍動作の発達特性に関する研究】＜第 3 章，第 4 章＞ 
53 
 


































次な段階については検討の余地がある。したがって，佐々木（1992）や Sugden and 
Wade（2013）を参考にしながら，ASD児のより詳細な長なわとび跳躍動作の発達過程
を分析することが必要である。 



















実践の中での発達的変化の過程を明らかにするために，A 大学で週 1 回約 1 時間行
われている運動教室に参加する ASD児のうち，観察可能であった 5名を対象児とした。































































































































































































わの動きに合わせた 1 回旋 2 跳躍動作を習得することを目的とした。そして静止した
なわに対して横方向へ跳躍を繰り返す課題や，身体援助による指導などを行った。そし
























旋 2 跳躍回数が 10 回，移動距離が 40cm，床－足先距離が 20cm，体幹前傾角度が 5



















































表 3-1 記録用紙 
上：長なわとび跳躍動作の 1回目から 10回目までの記録用紙 
下：指導前と指導後の記録用紙 
 
 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 結果 
1 回旋 2跳躍回数（回） ―  
移動距離（cm） ―  
床－足先距離（cm）            
体幹前傾角度（度）            
股関節屈曲角度（度）            
膝屈曲角度（度）            





1 回旋 2跳躍回数（回） 回 回 
移動距離（cm） cm cm 
床－足先距離（cm） cm cm 
体幹前傾角度（度） 度 度 
股関節屈曲角度（度） 度 度 
膝屈曲角度（度） 度 度 












図 3-3 長なわとび跳躍動作の評価グラフ 
































3．3．1 対象児 A 
 







 一方，指導後では，1 回旋 2 跳躍回数が 8 回，移動距離が 60.0 ㎝，床－足先距離が
28.5 ㎝，体幹前傾角度が 17.0 度，股関節屈曲角度が 56.5 度，膝屈曲角度が 64.0 度，
両足ジャンプ回数が 10 回であった。このように，指導後の動作は，両方の課題におい
て，膝を伸ばした 1回旋 2跳躍動作であった。 















































3．3．2 対象児 B 
 
 対象児 Bの結果を図 3-5に示した。まず指導前では，1回旋 2跳躍回数が 9回，移動
距離が 55.0cm，床－足先距離が 58.0cm，体幹前傾角度が 33.5 度，股関節屈曲角度が
108.5 度，膝屈曲角度が 148.5 度，両足ジャンプ回数が 10 回であった。このように，
対象児 Bの指導前の動作は，両方の課題において，着地点が一定で，膝を抱え込んだ 1
回旋 2跳躍動作であった。 
一方指導後では，1 回旋 2 跳躍回数が 10 回，移動距離は 40.0cm，床－足先距離が
23.5cm，体幹前傾角度が 6.5度，股関節屈曲角度が 31.0度，膝屈曲角度が 66.0度，両
足ジャンプ回数が 10回であった。このように，指導後の動作は，両方の課題において，
着地点が一定で，膝を伸ばした 1回旋 2跳躍動作であった。 
 さらに，指導前後の変化に着目してみると，1回旋 2跳躍回数が 1回分増加し，移動


















































3．3．3 対象児 C 
 
対象児 Cの結果を図 3-6に示した。まず指導前では，1回旋 2跳躍回数が 0回，移動




一方指導後では，1 回旋 2 跳躍回数が 10 回，移動距離が 40.0 ㎝，床－足先距離が
38.3 ㎝，体幹前傾角度が 13.3度，股関節屈曲角度が 78.3 度，膝屈曲角度が 128.3 度，
両足ジャンプ回数が 10 回であった。このように，指導後の動作は，着地点が一定で，
膝を抱え込んだ 1回旋 2跳躍動作であった。 
 さらに，指導前後の変化に着目してみると，1 回旋 2 跳躍回数が 10 回分増加し，床
－足先距離が 4.3㎝分増加し，股関節屈曲角度が 7.8度分増加し，膝屈曲角度が 13.3度

















































3．3．4 対象児 D 
 
対象児 Dの結果を図 3-7に示した。まず指導前では，1回旋 2跳躍回数が 10回，移
動距離が 80.0cm，床－足先距離が 60.0 ㎝，体幹前傾角度が 28.0 度，股関節屈曲角度
が 91.0 度，膝屈曲角度が 149.0 度，両足ジャンプ回数が 10 回であった。以上のよう
に，対象児 Dの指導前の動作は，両方の課題において，着地点の範囲が広く，膝を抱え
込んだ 1回旋 2跳躍動作であった。 
一方指導後では，1 回旋 2 跳躍回数が 10 回，移動距離が 50.0cm，床－足先距離が
60.0cm，体幹前傾角度が 26.6度，股関節屈曲角度が 93.3度，膝屈曲角度が 133.3度，
両足ジャンプ回数が 10回であった。以上のように，指導後の動作は，着地点が一定で，
膝を抱え込んだ 1回旋 2跳躍動作であった。 
 さらに，指導前後の変化に着目してみると，股関節屈曲角度が 2.3度分増加し，移動


















































3．3．5 対象児 E 
 
対象児 Eの結果を図 3-8に示した。まず指導前では，1回旋 2跳躍回数が 0回，移動




一方指導後では，1回旋 2跳躍回数が 7回，移動距離が 50.0㎝，床－足先距離が 13.1
㎝，体幹前傾角度が 16.3 度，股関節屈曲角度が 45.0 度，膝屈曲角度が 39.3 度，両足
ジャンプ回数が 9回であった。以上のように，指導後の動作は，着地点が一定で，膝を
伸ばした 1回旋 2跳躍動作であった。 
 さらに，指導前後の変化に着目してみると，1回旋 2跳躍回数が 7回分増加し，移動
距離が 40.0 ㎝分減少し，床－足先距離が 13.4 ㎝分減少し，体幹前傾角度が 16.2 度分
減少し，股関節屈曲角度が 45.5度分減少し，膝屈曲角度が 42.7度分減少し，両足ジャ
































































































 跳躍動作グループⅣは，対象児 Bの指導前と対象児 Cの指導後，対象児 D の指導後



















































「不安定な垂直方向への跳躍動作」，長なわとび発達段階Ⅴが「膝抱え込み 1 回旋 2跳














































と姿勢が変化する点が特徴である。このような知見は，ASD 児が 1 回旋 2 跳躍動作を
習得する上で必要とされる知見であると考えた。そこで，この段階の長なわとび跳躍動
作を，「長なわとび跳躍動作Ⅳ：不安定な垂直方向への跳躍動作」と命名することとし






































































































図 3-9 長なわとび跳躍動作の発達を示すランドスケープ（模式図） 
縦軸：長なわとび跳躍動作の発達の進行 
横軸（谷の数）：質的に異なる動作の形態を示す 




































Ⅴが「膝抱え込み 1 回旋 2 跳躍動作」，そして，長なわとび発達段階Ⅵが「膝伸ばし 1



































示された ASD 児の“effortful movement”が本研究でも示されるならば，リズミカル
な連続跳躍による 1回旋 2跳躍動作が可能となる段階以降が想定される。 












対象の活動とし，そこに参加する ASD児 8名（平均 9.38±1.18歳）を対象とした。ま




































































































考えられる。本研究では，平均跳躍姿勢に関する指標として，ASD 群と TD 群におけ
る股関節屈曲角度と膝屈曲角度の平均値を取り上げることとした。そして，両群の差を
統計的に検証するために，対応のない t検定（マイクロソフト社製 Excel 2011 for mac）
を用いて分析を行った。 
2）跳躍姿勢の変動性 
 跳躍姿勢の変動性は，設定された 10 回の跳躍を通してどの程度姿勢が変動したかに
ついてであり，跳躍姿勢のばらつきのことである。特定の運動課題遂行時の ASD 児の
動作について詳細に分析した先行研究では，試行ごとの動作の変動性を分析する手法が
とられている（Nazarali et al．，2009；Dowd et al．，2012）。つまり，本研究では，長
なわとび跳躍動作における姿勢の変動性を分析することで，ASD 児の特性が導き出さ
れると考えることができる。そこで，跳躍姿勢の変動性の指標（以降，変動値）として，
Dowd et al．（2012）を参考に，股関節屈曲角度と膝屈曲角度における 8名の対象児の
標準偏差の平均値をそれぞれの群の変動値とした。この値が大きいほど，跳躍姿勢の変
動性が大きいことになる。そして，両群の差を統計的に検証するために，対応のない t
















まず，股関節屈曲角度については，図 4-2に示したように TD群の平均が 48.3±9.8°
である一方で，ASD群の平均は 83.7±15.6°であった。そして，これらを比較するため
に対応のない t 検定を行ったところ，両群の平均の差は有意であった（t＝5.43，df＝
14，p<.01）。つまり，ASD 群の方が TD 群よりも深く股関節を屈曲して跳躍を行って
いた。さらに，膝屈曲角度については，図 4-3に示したように TD群の平均が 101.8±
20.2°である一方で，ASD 群の平均は 138.0±11.2°であった。そして，これらを比較す
るために対応のない t検定を行ったところ，両群の平均の差は有意であった（t＝4.44，

























































































 まず，股関節屈曲角度について，TD 群の変動値の平均が 9.7±3.2 である一方で，
ASD群の変動値の平均は 11.2±4.1であった。そして，これらを比較するために対応の
ない t検定を行ったところ，両群の差は有意ではなかった（t＝0.82，df＝14，n.s.）。つ
まり，ASD 群と TD 群の股関節屈曲角度の変動性は同じ程度であった。一方，膝屈曲
角度について，TD群の変動値の平均が 15.9±3.4である一方で，ASD群の変動値の平
均は 7.2±1.6 であった。そして，これらを比較するために対応のない t 検定を行った
ところ，両群の平均の差は有意であった（t＝6.27，df＝14，p<.01）。つまり，ASD群
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相を分析した。その結果，ASD 児と TD 児の動作には二つの相違点が示された。一つ
は，平均跳躍姿勢の比較において，ASD 児が TD 児よりも膝を深く抱え込む跳躍姿勢
を見せることである。もう一つは，跳躍姿勢の変動性の比較において，ASD 児の跳躍









































































 本研究では，1 回旋 2 跳躍動作を習得した ASD 児を対象とし，TD 児との比較を通
して長なわとび跳躍動作の変動性の様相を明らかにすることとした。その結果，ASD児
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